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ついて分別を繰り返すことは操作回数を多くするだけで
無意味である。
　（5）　オリーブ油脂肪酸の尿素処理
　オリーブ油脂肪酸から脂肪酸の50％を分離してオレイ
ン酸の濃度を高めるとき，選択性を高めるために少量ず
つ5段の分別をくり返す方法（1）と，1図に基づく2
段の分別をおこなう方法（皿）を比較し，また得られる
液体部のパルミチン酸含量の分析値と推定値とを比較し
た。結果は7表のとうりである。これによると得られた
液体部のパルミチン酸含量の分析値は1図からの推定値
とよく一致し，1，2図が事実上使用できることが認め
られた。また最終生成物の液体部のオレイン酸とパルミ
チン酸含量は（1），（1［）法とも同様の値を示したこと
から同等の分別効果はあるが，　（皿）法が操作回数が少
ない点で優れていることが認められた。
　また低温結晶化法，蒸溜法および尿素付加物（1）法
の3つの方法により分別した脂肪酸量と分離されたパル
ミチン酸量を比較すると，3図のように同量の脂肪酸を
分別した場合，尿素付加物法がパルミチン酸の分離率が
他の2法に比べて高いことが認められた。
　（6）尿素付加物からオレイン酸の回収
　オレイン酸が高度に濃縮された試料から微量のパルミ
チン酸を完全に除去するとき，生成する付加物のオレイ
ン酸含量は高く，それが損失となるのでこのような付加
物からオレイン酸の回収を検討した。
　用いた付加物の脂肪酸組成はパルミチン酸含量1．36％
であり，これをメタノールから再結晶化させて仮に70％
のオレイン酸画分をえるとき，この画分のパルミチン酸
含量は2図から約0．2％と推定される。そこで付加物50
9を用いて結晶化温度20°Cでこの実験をおこなうとき，
必要なメタノールはつぎのようにして求められる。メ
タノール処理によりもとの付加物159は結晶として演別
され，残り359は溶液として溶けているので，その20°C
における溶解度（11．19／100m1）から，メタノールの量
は35．0／11．1×100（＝315m1）となる。以上の計算をも
とにしてつぎの実験をおこなった。
（§
×
　ぎ　　（％）
　罐ミ100
　くロ
ぎ
鴇
　套　80
　巴回
　　穏十
　　　60
　9
　　　40
　竺
　ミ20
　　　　0　　　　　　20　　　　　40　　　　　60　　　　　80　　　　100（％）
　　　　　　　　固体部の分別率（　　固f杢部　　×100脂肪酸混合牛勿）
3図　各種分別方法による固体部の分別率とパルミチン
酸の分離率との関係
　結晶状の付加物509（脂肪酸として139）をメタノー
ル316m1に加熱溶解したのち，徐冷して空温（20°C）で
一夜放置した。析出した結晶を演別し，瀕液からオレイ
ン酸画分（1）9．15gをえた。
　また同様に処理して室温で析出した結晶を痴別したの
ち，演液からメタノールを約半量溜去し，徐冷して室温
で一夜放置した。析出した結晶を浜別し，メタノール溶
液からオレイン酸画分（1［）4．679をえた。
　8表に示した結果から，計算値と実験値は一致してお
り，またパルミチン酸含量の低い脂肪酸を回収すること
ができることが認められた。
　　　　　　　　　　要　　　旨
　脂肪酸混合物から高純度のオレイン酸をえるための前
処理として，飽和脂肪酸，特にパルミチン酸を選択的に
分離する方法と条件について検討した結果，つぎの結論
をえた。
　1　低温結晶化法や蒸溜法では飽和脂肪酸を完全に分
8表　尿素付加物からオレイン酸の回収
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＊12図から求めた値　＊2付加物50．09（脂肪酸13．09と尿素3．709からなる）をメタノール315m1に溶かしたもの
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離することはできなかったが，尿素付加物法ではオレイ
ン酸の損失を少くして飽和脂肪酸をほぼ完全に分離する
ことができた。
　　2　ステアリン酸はパルミチン酸より尿素付加物をつ
くりやすいので，天然油脂から飽和オレインを尿素処理
により分離する場合，パルミチン酸の分離に重点をお
く。
　　3　パルミチン酸含量が～25％までの脂肪酸混合物に
ついて，尿素処理によってえられる液体部の収量とパル
ミチン酸含量の関係を推定することのできる図を求め
た。またこの図から処理回数が少なく純度の高いオレイ
ン酸をえることができる。
　　4　尿素付加物のメタノール処理によりオレイン酸を
回収する方法をみいだした。
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Abstract
　In　order　to　obtain　pure　oleic　acid　from　the　olive　oil　fatty　acid　mixture，　the　removal　of　saturated
fatty　acids　from　fatty　acid　mixture　was　studied，　The　results　were　followings；
（1）Saturated　fatty　acids　were　able　to　be　removed　completely　with　the　urea　adduct　method，　but　not
　completely　with　the　low－temperature　crystallization　or　fractional　distillation　methood．
（2）Stearic　acid　formed　the　complex　with　urea　more　than　palmitic　acid．
（3）The　relation　diagrams　of　the　yield　and　palmitic　acid　content　of　oleic　acid　fraction　which　was
　obtained　with　urea　adduct　method，　were　shown．　According　the　diagrams　the　best　conditions　for
　removing　saturated　fatty　acids　from　the　fatty　acids　mixture　are　obtained．
（4）Oleic　acid　remained　in　the　urea　adduct　product，　was　recovered　mostly　with　the　recrystallization　of
　product　in　methano1．
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